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濃尾平野・日光川流域をめぐる
1000年の歴程

―愛知県一宮市萩原遺跡群の世界―
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国土地理院

治水地形分類図



濃尾平野の形成

縄文中期後半の浜堤

●

勝川

●

●

縄文後期後半の浜堤

濃尾平野の河道

国土地理院治水図の流路
最大幅を色塗り

遡っても江戸時代、それ
以前は発掘調査による以
外にない





濃尾平野の沈下率を考慮
すると、復原は難しい

弥生中期前半
・海岸線の推定



日光川の沖積地の蛇行幅が三
宅川に比べて狭いのは流れが
早く流量が大きかったからで
あろうか。

流路軸の変更

時期は不明だが、流路軸の重
心は日光川から三宅川に移動
する

赤い円の範囲は谷が深く、河
口への土砂の流出量も多い

河口に土砂が堆積して海側に
砂堆を形成した結果、流路が
南へ転進した

・板倉遺跡の下部は砂層であるが、浜堤
上に位置するか否かは不明
・板倉遺跡の包含層深度は不明確だが、
近くで見つかった湿地性堆積物である黒
色ピート：2.87〜3.6mを目安に＋1〜
1.5m程度であろうか。

合流店付近から三宅川の蛇行
幅が広くなるのは合流によっ
て流量が増えたから



発掘調査成果による
河道復原

埋蔵文化財調査は遺跡を
対象とするので、河道は
除外される

運良く調査された事例か
ら復原するのは限界





●

板倉
マガキ・ハマグリ

縄文後期末〜縄文晩期初め

1.33〜2.87mは細粒砂

古墳前期

川添・鬼頭2008：「地点4」
のデータ参照



八王子遺跡

板倉遺跡の砂層

川添・鬼頭2008：「地点4」のデータ参照



1町＝9917m2＝0.9917ha



2000年前



八王子遺跡

遠賀川系土器

金剛坂式土器

BC7世紀

BC5世紀



BC7世紀



水田

1m

0.5m



八王子遺跡

BC8世紀

BC7世紀

BC5世紀

土偶

北陸

中央高地 三ツ井式系列

樫王式系
深鉢形



山中遺跡
サルボウガイ

ハイガイ

BC7世紀

BC6世紀

BC5世紀

愛知県埋文セ：川添和暁原図

山中下層式

馬見塚式終末



1）河口や潟湖のような汽水域に生息するヤマトシジミ（〔Corbicula japonica））の感
潮域群集
2）湾奥部の潮間帯砂泥底に生息するハイガイ、 オキシジミ( Cyclina sinensis ）、
ウミニナ（ Batillaria multiformis）などによる干潟群集
3 ）湾奥～湾央部の潮間帯から水深20m前後までの砂底に生息するサルボウ（
Anada-ra subcrenata ）

松島義章 1984 日本列島における後氷期の浅海性貝類群集ー特に環境変遷に伴うその時間・空間的変遷一神奈川県博研
報（自然科学）、15：37-109.

二枚貝の生態的特徴



山中・八王子遺跡と外部世界

BC7世紀

BC5世紀

BC4世紀

松本盆地

伊那谷

松本盆地



八
王
子
遺
跡



八王子遺跡・弥生中期前半以前の遺構配置 環濠(壕)断面
BC3世紀



八王子遺跡

SD49

内環濠(壕)



八王子遺跡

SD104

内環濠(壕)



日光川流域

以北の遺跡

BC5〜3世紀

BC4世紀



西上免遺跡
BC3世紀



弥生中期中葉に洪水
直後には復旧

弥生中期Ⅱ-1

弥生中期Ⅱ-3

弥生中期Ⅱ-3



弥生中期Ⅳの湿地化範囲
人々は徐々に移動

弥生中期Ⅱ-3



八王子遺跡の弥生中期Ⅳ方形周溝墓群 八王子銅鐸
BC1世紀



八王子遺跡

弥生後期

の打製石器

弥生後期

はじめの土器

AD1世紀

AD1世紀



●
朝日

●山中



弥生後期
の二枚貝刺突文土器

AD1世紀



山中遺跡 岩倉市権現山遺跡

AD2世紀

AD2〜3世紀



八王子遺跡 八王子遺跡

井泉

AD3世紀



八王子遺跡



八王子遺跡

AD3世紀



AD2〜3世紀



弧帯文 黥面線刻土器弧帯文参考資料AD2〜3世紀 AD2〜3世紀



AD2〜4世紀AD2〜4世紀



岐阜県可児市金ヶ崎遺跡
SX05 AD3世紀



AD2〜3世紀



廻間遺跡朝日遺跡のB形墳AD2〜3世紀

AD2世紀

AD3世紀

↓



西上免古墳の土器

祭儀後の

廃棄土坑

出土土器

AD2世紀

AD3世紀



大垣市荒尾南類型

土器の様相

AD2世紀



地域圏の考え方

AD2〜3世紀



濃尾平野洪水歴

BC5世紀

BC4世紀

AD1世紀

BC1世紀

BC2世紀

AD2世紀

BC3世紀

BC7世紀

AD3世紀


